
1 

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 湊川短期大学 
設置者名 学校法人 湊川相野学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

 

人間生活学科 

人間健康専攻 

夜 ・

通信 

 

8 

52 60 7  

幼児教育保育学科 
夜 ・

通信 
56 64 7  

 

専攻科  

健康教育専攻 

夜 ・

通信 
18 

34 52 7  

専攻科  

幼児教育専攻 

夜 ・

通信 
34 52 7  

（備考）人間生活学科・生活福祉専攻は 2019 年度より募集停止 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
https://minatogawa.campusplan.jp/public/web/Syllabus/WebSyllabusKensak

u/UI/WSL_SyllabusKensaku.aspx 

検索条件で「実務経験について」項目で全選択して検索 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 
学部等名 

（困難である理由） 

 

  

https://minatogawa.campusplan.jp/public/web/Syllabus/WebSyllabusKensaku/UI/WSL_SyllabusKensaku.aspx
https://minatogawa.campusplan.jp/public/web/Syllabus/WebSyllabusKensaku/UI/WSL_SyllabusKensaku.aspx
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様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 湊川短期大学 
設置者名 学校法人湊川相野学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
法人本部事務局ホームページにて公表 

http://www.minatogawa-aino.net/common_img/pdf/yakuin.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
食品会社 取締役会長 

現職 

2019 年 4 月 1日 

～ 

2021年3月31日 
経営企画 

非常勤 
製鉄会社 取締役 

前職 

2019 年 4 月 1日 

～ 

2023年3月31日 
労務・法務 

（備考） 

理事の任期は 4年であるが、上記 2年は前理事の残任期間 
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様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 湊川短期大学 

設置者名 学校法人 湊川相野学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画(シラバス)を作成し、公表して

いること。 
（授業計画書作成・公表に係る取組の概要） 

 

前年度 12月、教務委員会で作成された「シラバス作成マニュアル」に従って、各授

業担当者が Web 上のシラバスシステムにおいて授業の方法、内容、計画、ねらい、到

達目標、成績評価の方法、参考情報等の必要項目を入力する。 

 前年度 1月までに、教務委員会においてシラバスの確認作業を行い、修正個所をま

とめ、各授業担当者へ修正依頼を行う。 

 前年度 2月には Web シラバスにて公表するとともに全学生へ周知する。 

 成績評価の基準は教科目履修規程に定めており、全学生に配付される学生便覧と履

修ガイドにおいて周知している。 

授業計画書の公表方法 

https://minatogawa.campusplan.jp/public/w

eb/Syllabus/WebSyllabusKensaku/UI/WSL_S

yllabusKensaku.aspx 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 

 事前に公表された Web シラバスにおいて、各科目に記載された「単位認定の方法及

び基準」に基づき単位認定及び成績評価を行う。 

 授業の初回時には、Web シラバスに明記された「単位認定の方法及び基準」の解説

を行い、具体的な提出課題や評価基準などのアナウンスとともに学生に周知してい

る。 

https://minatogawa.campusplan.jp/public/web/Syllabus/WebSyllabusKensaku/UI/WSL_SyllabusKensaku.aspx
https://minatogawa.campusplan.jp/public/web/Syllabus/WebSyllabusKensaku/UI/WSL_SyllabusKensaku.aspx
https://minatogawa.campusplan.jp/public/web/Syllabus/WebSyllabusKensaku/UI/WSL_SyllabusKensaku.aspx


  

4 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

学生へ成績評価とともに GPA（累計値・各学期値）を発表して、客観的な指標とする

とともに、学修成果の推移を見るよう指導を行っている。また、教員（特にチュー

ター）にも周知され、学生の学修成果の推移と併せて学修指導においての基準とし

て用いる。GPA の算出方法は以下の通りで、教科目履修規程に定め、学生便覧、履修

ガイド及びホームページにおいて学生に周知している。 

 

<<GPA の算出方法>> 

 成績点（グレードポイント）に単位数を乗算してその値の総和を総単位数で除算

する。式と教科のポイントは次の通り 

 90 点以上=4点、80 点以上=3 点、70点以上=2点、60 点以=1点、50 点以下=0 点 

 

  

        {（科目の単位数）×（その科目で得たポイント）}の総和 

            （履修登録した単位数）の総和 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

https://www.minatogawa.ac.jp/curriculum/_i

mg/index/rishuu2019.pdf 

P12～13「GPA による評価と指導について」 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

学位授与の方針はディプロマポリシーに定め、卒業の要件は学則に定められてお

り、学生便覧において学生に周知している。 

卒業の判定は、卒業判定教授会において審議する。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.minatogawa.ac.jp/college/index.html 

 

  

GPA 値＝ 

https://www.minatogawa.ac.jp/curriculum/_img/index/rishuu2019.pdf
https://www.minatogawa.ac.jp/curriculum/_img/index/rishuu2019.pdf
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様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 湊川短期大学 

設置者名 学校法人 湊川相野学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 http://www.minatogawa-aino.net/report/ 

収支計算書又は損益計算書 http://www.minatogawa-aino.net/report/ 

財産目録 http://www.minatogawa-aino.net/report/ 

事業報告書 http://www.minatogawa-aino.net/report/ 

監事による監査報告（書） http://www.minatogawa-aino.net/report/ 
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：https://www.minatogawa.ac.jp/college/minato_jaca.html 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：https://www.minatogawa.ac.jp/college/minato_jaca.html 
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（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 人間生活学科 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.minatogawa.ac.jp/college/public_info_edu.html） 

（概要）湊川短期大学の教育目標に掲げる基本的資質・能力の形成を基に、医療・

福祉・教育の知識・技能を修得し、それらを社会で実際に活かすことができるよう

な人材を育てる。さらに、医療・福祉・教育の観点から地域社会の課題を見つけ、

自ら課題解決に取り組むことができるよう努力できる姿勢を育てる。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.minatogawa.ac.jp/college/index.html） 

（概要）学則に規定する卒業要件を満たし、以下の資質・能力を身につけた学生に、

短期大学士（人間生活学・介護福祉学）の学位を授与する。 

1. 学科の教育課程を修了して得た専門的知識・技術を、実践的場面で活かすこと

ができる 

2. 人権尊重の意識をもち、自己の資質能力を磨き、自分の目的に向かって前向き

に努力することができる 

3. 人とコミュニケーションをとり、協調して活動することができる 

4. 地域社会の課題を自分のことと受け止め、課題解決に向けて努力することがで

きる 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：https://www.minatogawa.ac.jp/college/index.html） 

（概要）短大の教育指針、教育目標、人間生活学科の教育目標、同ディプロマポリ

シーに示す人材を育成するため、以下の方針で人間生活学科のカリキュラムを編

成する。 

1. 幅広い教養、大学での自主的な学びへの理解、人と協調できる社会性、および、

自己のキャリア形成に対する意識を育てるため、教養教育科目を設置する 

2. 各専攻の専門性に応じて専門科目および学外実習を設置する 

3. 地域社会に貢献することができるよう、コミュニケーション、協調性、課題発

見、課題解決への取組などの能力を育成する、地域創造関連科目を設置する 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://www.minatogawa.ac.jp/college/index.html） 

（概要）建学の精神と短期大学の教育指針、教育目標に共感し、以下の条件を満た

す人物を人間生活学科の学生として受け入れる。 

1. 自ら学び、考えようとする意識をもち、大学での専門的な学修への意欲をもつ 

2. 医療・福祉・教育について学修した知識・技術を、地域社会で活かそうとする

意欲をもつ 

3. 医療・福祉・教育関係の仕事に就くという目標をもち、目標達成のためにくじ

けず学ぼうとする意志をもつ 

4. 人々の生活に関心をもち、より豊かな生活を実現するために自分に何ができる

かについて、探究する意欲をもつ 

5. 学科での学修に必要な基礎的な学力を備えている 
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学部等名 幼児教育保育学科 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.minatogawa.ac.jp/college/public_info_edu.html） 

（概要）仲間と協同して地域の幼児教育・保育を支えることのできる、社会性と

実践力および使命感と責任感を備えた有為な人材を育成する。あわせて、子ども

に寄り添いその成長に向き合っていく態度、よりよい幼児教育・保育のために努

力できる姿勢、自分の人生を前向きに考えていく気持ちを育てる。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.minatogawa.ac.jp/college/index.html） 

（概要）学則に規定する卒業要件を満たし、以下の資質・能力を身につけた学生に、

短期大学士（幼児教育保育学）の学位を授与する。 

1. 幼児教育・保育に関する専門的な知識や技術・技能を修得する 

2. 幼児教育・保育に携わる使命感と責任感を有し、仲間と協同して地域の幼児教

育・保育を支えることができる 

3. 一人一人の子どもの成長・発達に向き合うことができる 

4. よりよい幼児教育・保育の実現のために努力することができる 

5. 自分のこれからの人生の展望を前向きに探求することができる 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：https://www.minatogawa.ac.jp/college/index.html） 

（概要）短期大学の教育指針、教育目標、幼児教育保育学科の教育目標、同ディプ

ロマポリシーに示す人材を育成するため、以下の方針で幼児教育保育学科のカリ

キュラムを編成する。 

1. 幅広い教養、大学での自主的な学びへの理解、人と協調できる社会性、および、

自己のキャリア形成に対する意識を育てるため、教養教育科目を設置する 

2. 幼児教育・保育の職に求められる専門的な知識や能力を身に付けるため、専門

科目を設置する 

3. 学内での学びを幼児教育・保育の実践に結びつけ、専門職としての使命感と責

任感を養い、これからの課題を発見する場として学外実習を位置づける 

4. 地域社会に貢献することができる知識および技術を身につけることができる

よう、地域創造関連科目を設置する 

5. 学修の評価にあたっては、修得した知識・技能だけではなく、人と協調し前向

きに努力する姿勢も考慮に入れる 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://www.minatogawa.ac.jp/college/index.html） 

（概要）建学の精神と短期大学の教育指針、教育目標に共感し、以下の条件を満た

す人物を幼児教育保育学科の学生として受け入れる。 

1. 心豊かであたたかな感性をもち、仲間とのつながりを大切にすることができる 

2. 幼児教育・保育の職に就きたいという目標をもち、その目標を達成するために

くじけることなく学ぼうとする意志をもつ 

3. 子どもにかかわることが好きで、子どもの可能性を信じることができる 

4. 学科での学修に必要な基礎的な学力を備えている専攻科も書く 
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学部等名 専攻科健康教育専攻 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.minatogawa.ac.jp/college/public_info_edu.html） 

（概要）現代の子どもの心と体の健康を、生活者の立場から理解し、指導できる

ことを重視し、教育学・生活学・心理学・養護、保健分野を短期大学での学習内

容から体系的に発展させることを教育方針とし、実践力の育成を第一の教育目標

とする。その上で、子どもの心身の健康が環境変化に大きく影響されることをふ

まえ、自立的に研究し時代の変化に即応できる教育者の養成を目指す。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.minatogawa.ac.jp/college/index.html） 

（概要）学則に規定する修了要件を満たし、以下の資質・能力を身につけた学生

が大学改革支援・学位授与機構から学士（教育学）の学位を授与される。 

1. 心身の健康と安全、教育方法に関する高度な知識及び技術を備え、それらの

統合により教育現場において実践的な指導に従事する能力を身につけている 

2. 児童生徒を取り巻く環境を理解し、自らの責任を自覚するとともに、人の健

康と安全にかかわる職務への使命感を身につけている 

3. ケアの精神と豊かな人間性をもち、教育現場において円滑な共同体制を構築

するために必要なコミュニケーション能力を身につけている 

4. 学校や地域社会の課題を、健康問題を中心に様々な角度から分析して、課題

解決に取り組む力を身につけている 

5. 生涯にわたって学び続ける意欲を有し、積極的に時代に即した養護教諭とし

ての資質の向上に努める姿勢をもっている 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：https://www.minatogawa.ac.jp/college/index.html） 

（概要）短期大学の教育指針、教育目標、専攻科の教育目標、健康教育専攻のディ

プロマポリシーに示す人材を育成するため、以下の方針で健康教育専攻のカリキ

ュラムを編成する。 

1. 自主的な学びをより深く進め、人と協調できる社会性をもちながら広い教養

を身につけるための健康教育等に関する科目を配置する 

2. 児童生徒の心身の健康維持に必要な高度な専門知識と技術を身につけるた

めに、養護教育実践研究等に関する科目を配置する 

3. 教育専門職としての使命感と責任感をもち、教職に求められる資質能力を

身につけるために教育方法研究等の教職に関する科目を配置する 

4. 人の心身の健康に関する知識や技術を深めるために、臨床心理学研究等の

専門関連科目を配置する 

5. 学びを現場の教育活動と結びつけ、養護教諭としての実践力、課題発見力

および問題解決能力を身につけるために、学外実習と修了研究を配置する 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://www.minatogawa.ac.jp/college/index.html） 

（概要）建学の精神と短期大学の教育指針、教育目標に共感し、以下の条件を満

たす人物を健康教育専攻の学生として受け入れる。 

1. 自らの学びを深めようとする態度をもち、専攻科でのより専門的な学習への

意欲を有している 

2. 児童生徒の健康や学校教育に関する課題に関心をもち、健康教育の立場から

社会に貢献しようとする意志をもっている 

3. 自らのキャリア形成に向けて、長期的視野に立って計画的にものごとに取り

組む意思をもっている 

4. 養護教諭二種免許状を取得している、またはそれと同等の知識と技術をもち、

入学後の学修に必要な基礎力を備えている 
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学部等名 専攻科幼児教育専攻 

教育研究上の目的（公表方法：https://www.minatogawa.ac.jp/college/public_info_edu.html） 

（概要）現実に直面した学びを創造することを重視し、保育に関わる実践力の育

成を第一の教育目標とする。その上で、地域の保育者養成校として、保育や子育

て支援の質を常に向上させ、特に地域や家庭での子育て支援や子どもの発達援助

など多様な保育ニーズに応え、より高度な幼児教育・保育の専門性と豊かな人間

性を身につけた保育者の養成を目指す。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：https://www.minatogawa.ac.jp/college/index.html） 

（概要）学則に規定する修了要件を満たし、以下の資質・能力を身につけた学生が

大学改革支援・学位授与機構から学士（教育学）の学士を授与される。 

1. 幼児教育・保育に関する高度な知識及び技術を備え、それらを統合して教

育・保育の現場における実践的な指導に活かすことができる能力を身につけ

ている 

2. 社会が抱える子ども・子育てに関する諸課題の存在を理解し、その解決に取

り組む自らの責任と使命感を身につけている 

3. 一人一人の子どもの成長・発達に向き合う人間性をもち、教育・保育の現場

において円滑な共同の取り組みに参加する意欲と能力を身につけている 

4. 幼児教育や子育てにかかわる高度な専門的知識と技術を有する専門職として

の力を生かして、地域社会の発展に貢献する力を身につけている 

5. 生涯にわたって学び続ける意欲を有し、時代に即した幼児教育・保育の在り

方を探求する姿勢をもっている。 
 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：https://www.minatogawa.ac.jp/college/index.html） 

（概要）短期大学の教育指針、教育目標、専攻科の教育目標、幼児教育専攻のディ

プロマポリシーに示す人材を育成するため、以下の方針で幼児教育専攻のカリキ

ュラムを編成する。 

1. 幼児教育・保育実践の基礎として、乳幼児の心理・行動などに関する基本的知

識を身につける科目を配置するとともに、教育・保育技術の向上と感性を磨

くために表現系の科目を配置する 

2. 教育・保育にかかわる専門職としての役割と使命について深い理解を得るた

めの専門科目を配置する 

3. 子ども・子育てをめぐる社会環境の変化を理解し、親や家庭への支援などに生

かすことができる実践的応用力を得るための、専門科目を配置する 

4. 教育・保育に不可欠なカウンセリングマインドを育成するために必要な、

カウンセリングに関する基礎的な知識と技術を身つけるための専門科目を

配置する 

5. 本科を含む 4年間の学修と現場の教育・保育活動を結びつけることにより、

課題発見力および問題解決能力、論理的思考を身につけるために、インタ

ーンシップと修了研究を配置する 
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入学者の受入れに関する方針（公表方法：https://www.minatogawa.ac.jp/college/index.html） 

（概要）本科のディプロマポリシーを理解し、専攻科においてさらに学修の継続に

強い意志をもっている以下のような学生を求める。 

 

1. 多様な価値観に寛容であり、他者と対話を通して理解しようと努める態度を

有している 

2. 子ども、子育てに関連する社会の問題に興味・関心が高く、積極的に学び、

幼児教育の専門性をもって社会に貢献しようとする意欲をもっている 

3. 子ども、社会に対して常に問題意識をもち、物事を多面的かつ論理的に捉え

ることができる 

4. 幼稚園教諭二種免許状を取得している、またはそれと同等の知識と技術をも

ち、入学後の学修に必要な基礎力を備えている 
 

 

②教育研究上の基本組織に関すること  

公表方法：https://www.minatogawa.ac.jp/college/organization.html 
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③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 
学部等の組織

の名称 

学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 1 人 － 1 人 

人間生活学科 － 6 人 5 人 1 人 人 人 12 人 

幼児教育保育学科 － 6 人 6 人 1 人 人 人 13 人 

専攻科健康教育専攻 － 4 人 2 人 1 人 人 人 7 人 

専攻科幼児教育専攻 － 7 人 5 人 1 人 人 人 13 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0 人 42 人 42 人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法：https://www.minatogawa.ac.jp/college/teacher.html 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

年度当初に計画を立て、月に 1回のペースで FD 研修を実施している。 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

人間生活学科 50 人 37 人 74％ 130 人 81 人 62％ 0 人 0 人 

幼児教育保育学科 100 人 80 人 80％ 200 人 170 人 85％ 0 人 0 人 

合計 150 人 117 人 78％ 330 人 251 人 76％ 0 人 0 人 

（備考） 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

人間生活学科 
55 人 

（100％） 

5 人 

（  9％） 

48 人 

（  87％） 

2 人 

（  4％） 

幼児教育保育学科 
101 人 

（100％） 

3 人 

（  3％） 

92 人 

（  91％） 

6 人 

（  6％） 

合計 
156 人 

（100％） 

8 人 

（  5％） 

140 人 

（  90％） 

8 人 

（  5％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

保育所、幼稚園、こども園、学校、医療機関、福祉施設 

（備考） 
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c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

前年度 12 月、教務委員会で作成された「シラバス作成マニュアル」に従って、各授業担当

者が Web 上のシラバスシステムにおいて授業の方法、内容、計画、ねらい、到達目標、成績評

価の方法、参考情報等の必要項目を入力する。 

 前年度 1月までに、教務委員会においてシラバスの確認作業を行い、修正個所をまとめ、各

授業担当者へ修正依頼を行う。 

 前年度 2月には Web シラバスにて公表するとともに全学生へ周知する。 

 成績評価の基準は教科目履修規程に定めており、全学生に配付される学生便覧と履修ガイ

ドにおいて周知している。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

 Web シラバスに記載された「単位認定の方法及び基準」に基づき単位認定及び成績評価を行

う。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

 
人間生活学科 64 単位 有・無 55 単位 

幼児教育保育学科 64 単位 有・無 55 単位 

 
専攻科 健康教育専攻 62 単位 有・無 55 単位 

専攻科 幼児教育専攻 62 単位 有・無 55 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法：https://www.minatogawa.ac.jp/curriculum/_img/index/rishuu2019.pdf 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法：https://www.minatogawa.ac.jp/college/public_info_edu12.html 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：ホームページの「学内マップ」にて施設を紹介 

https://www.minatogawa.ac.jp/campus/map.html 
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⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

 
人間生活学科 636,000 円 150,000 円 474,000 円  

幼児教育保育学科 636,000 円 150,000 円 474,000 円  

 
 円 円 円  

 円 円 円  

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

 チューター制をとっており、学修面に限らずきめ細かい指導を実施。 

 資格試験対策講座や職業別の採用試験対策等も実施。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

 キャリア教育センターを設置し、求人情報の開示、就職ガイダンス、学内での企業説明会

等を開催。また、常駐スタッフによる個別面談や履歴書の書き方指導を実施。 

授業としてキャリアデザインⅠ・Ⅱより「読み・書き・話す」の基礎からコミュニケーシ

ョン能力を向上させるとともに人生設計の中での１つの選として就職を考えます。 

https://www.minatogawa.ac.jp/exam/career.html 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

 学生相談センターに外部のカウンセラーと専門医を配置し、人間関係、身体の健康、学修

や進路などについての悩みやなんとなく不安など漠然とした悩みなどでも対応するように

している。https://www.minatogawa.ac.jp/student/consultation.html 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：ホームページ上に「教育情報の公開」として様々な情報を開示している。 

https://www.minatogawa.ac.jp/college/public_info_edu.html 

 

 

 


